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外部からの実習生も積極的に受け入れ 

実習先企業で評価を聞く実習生と指導員 

 Ｐ＆Ｃでは民間企業の協力をいただきなが

ら、訓練所外での実習訓練に力を入れています。

訓練所とは異なる業務や人と関わることで、特

にメンタル面の強化を図ることを目指してい

ます。         

また外部との関係強化やＰ＆Ｃの認知度向

上を目指して、外部からの実習生受け入れ要請

にも積極的に対応しています。 

設立後一年半を経過したＰ＆Ｃには、訓練に

より既にかなりのレベルに達した生徒がおり

ます。しかし親しい他の訓練生や指導員の中、

しかも勝手の判った訓練所において一定のス

キルを発揮できる彼らが、本当に就労に耐えら

れかどうかは疑問です。このような観点から、

短期間とは言え訓練所外での実習は大きな意

味を持っています。 

民間企業３社へ順次実習に派遣 

実習には外部の企業の協力が必須です。Ｐ＆

Ｃの活動を理解し受け入れていただける民間

企業は３社となり、６月には延べ６名の訓練生

が実習を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

実習後は実習先企業から評価を聞くことで、 

訓練生は多くのことを学ぶことができますし、

指導員にとっては訓練生についてより深く理

解することが可能となります。 

特別支援学校から実習生を受け入れ 

 ６月には近隣の「いなみ野特別支援学校」か

らの要請に応え、生徒３名の実習を受け入れま

した。初体験に緊張していた実習生ですが、Ｐ

＆Ｃではできる限り様々な作業を経験しても

らい、彼らが自分の能力に自信を持って帰って

くれるよう配慮しながら応対してきました。 
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初の野外活動には訓練生８名と指導員６名が参加し、

ＪＲ土山駅からマイクロバスでＵＳＪに行きました。

終日アトラクションを楽しむ中で、訓練生同士や、訓

練生と指導員との距離がまた一歩近づきました。 


